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４．道路整備の必要性および効果 
 整備効果事例（既開通区間の整備効果） 
果的な道路整備及び早期効果発現のため、県と事業調整し、 
)下諏訪辰野線と国道１４２号の３線同時に開通 

道２０号（現道）の混雑改善 

諏訪
し も す わ

・岡谷
おか や

バイパス、国道１４２号バイパス、県道下諏訪辰野
し も す わ た つ の

の開通により、岡谷市～小諸方面を通行する車が転換 

特に大型車が転換 

大型車の事故件数が減少 
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今井上の原交差点

季節変動はあるも
のの、全体の 35%
～45%は大型車 

開通後 通前 

国道２０号（現道）

大型車の事故件数

開通前 開通後 

体で 6,700 台/日の減。特に
型車は 48%の大幅な減少。 

開通前に比べ大型車は 82%の
大幅減、全体でも 35%の減少

第１当事者が「普通貨物」「大型貨物」を対象とした



 

②岡谷ＩＣへのアクセスの向上 

国道２０号岡谷ＩＣ入口交差点～国道１４２号バイパス入口交差

点間の所要時間が大幅に短縮され、周辺地域から岡谷ＩＣへのアク

セスが向上しました。 

 

 

現道とバイパス利用との比較（R142 バイパス入口交差点～岡谷ＩＣ） 
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バイパス開通後のルート 

バイパス開通前のルート 

凡  例 

国道 142 号バイパスと下
諏訪岡谷バイパスの利用
により、R142BP 入口か
ら岡谷インターへの移動
距離は２／３に、所要時
間は１／４に短縮されま
した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）現在の交通状況 

既開通区間に平行する国道２０号長地
おさち

交差点から岡谷
おかや

ＩＣ間の渋滞

損失時間は、下諏訪
し も す わ

・岡谷
おか や

バイパスの開通に伴い約１／２に減少しま

した。一方、未開通区間に平行する長地
おさち

交差点から大社通り交差点間

においても合わせて、渋滞損失時間が減少したものの、いまだに高い

値となっています。 

下諏訪
し も す わ

・岡谷
おか や

バイパスの全線開通により、通過交通を中心に交通量が

バイパスに移行し、現道とバイパスの機能分担がはかられることで、

渋滞損失は解決されると考えられます。また、円滑な交通の確保が期

待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全線開通 

整備前 

暫定開通より 

約７０％削減

２１万人時間 

４２万人時間 

暫定開通 

整備前より 

約５０％削減 

６万人時間 

写真Ａ 国道２０号の混雑状況〔整備前の状況〕 
（西大路口交差点付近甲府方面から長野側を望む） 

写真Ｂ 国道２０号の混雑状況〔暫定開通後の状況〕

（西大路口交差点付近甲府方面から長野側を望む） 

 H42 推計値より 

 



 

（３）交通安全の向上 

国道２０号（岡谷ＩＣ入口交差点～国道１４２号交差点）におけ

る、バイパス開通前の平成１４、１５年の交通事故発生件数は４９、

４８件/年であるのに対し、開通後の平成１６、１７年は４０、３８

件/年であり、特に並行区間の車両相互事故の大幅な減少がみられ、

全体でも約２０％減少しています。 
■開通後･開通前の事故件数の変化    間
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資料）長野県警察本部 交通事故データ 
全線４車線整備の事故件数は推計
    

歩道設置状況及び 

事故発生件数抽出区間

岡谷市 

下諏訪・岡谷バイパス

暫定開通区間 

平成 16 年 3月 27 日開通
■歩道設置状況及び事故発生件数抽出区
 

Ｎ

至 佐久･上田

下諏訪・岡谷バイパス

未開通区間 

1000m5000 

 

至 

甲
府

下諏訪町 

（一）諏訪大社春宮線

諏

大社通 

訪バイパス

長地 



 

 

 

（４）その他の整備効果 

①ＣＯ2、ＮＯＸ、ＳＰＭの削減 

下諏訪
し も す わ

・岡谷
おか や

バイパスの整備により旅行速度が向上するため、 

ＣＯ2等の排出量削減が期待されます。 

 
■二酸化炭素（CO2）・・約２,４００ t-CO2/年の削減 

 

約１４倍 

 
日比谷公園 

約１４倍に相当 
（日比谷公園の面積は約 16ha） 

 

 

 

 
出典：「土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッドプラクティ

ス・ガイダンス（優良手法指針）」より  

 

 
■窒素酸化物（NOx）・・約７.９ t-NOx/年の削減  

出典：「道路環境影響評価の技術手法（その 1）」より 

約２８両

・ 体積に換算すると、約 4,100(m3)

に相当 

・ JR線客車両の約２８両分に相当

（1両＝約 145m3） 

 

 

 

 

 

 

 

 ■浮遊粒子状物質（SPM）・・約０.９ t-SPM/年の削減 
  

約９千本 

 
ペットボトル約９千本分に相当 

（500ml ペットボトル 1 本は SPM 約

100g として換算） 

 

 

 

 

排出係数：道路局企画課 道路事業分析評価室、都市・地域整備局街路課（平成 15 年 11 月 25 日事務連絡） 

客観的評価指標の定量的評価指標の算出手法について 

 

 

 

 

※算出エリア：岡谷市・下諏訪町・諏訪市 



 

 ②騒音の減少 

下諏訪
し も す わ

・岡谷
おか や

バイパスの暫定２車線開通区間に並行する国道２０号

（現道）区間ではバイパスの供用により騒音レベルの改善がみられ

ます。未開通区間の整備でさらに低減効果が現れることが期待され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
環境

岡谷市長地東堀の騒音レベル
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凡  例 調査日 
開通前：平成 16 年 1 月 28 日（水）～1月 29 日（木） 7:00～翌 7:00
基準 

暫定開通後：平成 16 年 5 月 12 日（水）～5月 13 日（木） 7:00～翌 7:00
昼間(70ｄB) 
夜間(65ｄB) 

岡谷市長地東堀 

 
岡谷市長地 

 

Ｎ

至 佐久･上田 

1000m500 0 

至 

甲
府 

下諏訪町 岡谷市 

下諏訪・岡谷バイパス L=4.6 ㎞

未開通区間 

L=1.7 ㎞ 
H16.3.27 暫定 2車線開通区間

L=2.9 ㎞ 

資料）国土交通省資料




